
回答者数24名

1 「岐阜大学基金」の広報についてお伺いします。

「岐阜大学基金」についてはどのような形でお知りになりましたか？　　

・その他　（学務情報システムからの連絡）

どういった告知形式を取れば、学生への認知を広めることができると思われますか？

・ バス停や生協等学生がよく通る場所に掲示する。

・ メールにて全学生へ告知する。

・ ガイダンスや講義で告知する

2 奨学金の使途や学業への影響についてお伺いします。

（１） 主な使途について

応援奨学生に関するアンケート結果（令和3年度）

　「応援奨学生」制度は、平成２２年度から学生支援事業として、人物及び学業成績において優れ、他の学生の模範となるよう
な学生に奨学金を支給することで、学業を応援し、優れた人材を育成することを目的に開始されました。
　今回は、令和3年度に応援奨学生として奨学金を受給された24名の方を対象に、今後の参考とするために実施したアンケート
結果です。
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（２）

専念できた理由

・ これまでアルバイトに充てていた時間を「研究活動」にあてることができるようになった

・ 大学院の研究に関する書籍を購入でき、知識を深めることができた。

・ アルバイト等をせず、研究に集中する時間が増えた。

（３） 生活費に使用することで、給付前よりも学業に専念することができましたか？

専念できた理由

・ アルバイトを辞めることができて、勉強や研究に費やせる時間が増えた

・ アルバイトを減らすことができ、精神的な余裕につながった。

（４） 学業以外の用途に使用されましたが、給付前よりも学業に専念することができましたか？

専念できた理由

・ 大学院進学準備の貯金として役立った

3 奨学金の給付は、大学生活を有意義に過ごすために役立ったと思いますか？

授業料や授業に関する物の購入に使用することで、給付前よりも学業に専念することができましたか？
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4 奨学金の給付額についてお伺いします。

学部学生 月額 30,000円
大学院研究科修士課程（博士前期課程、教職大学院） 月額 30,000円
大学院研究科博士課程（博士後期課程） 月額 50,000円

少ないと回答した内訳（具体的な金額）

5万円/月 2名 学部学生 参考書などの購入、生活費のため

5 「岐阜大学基金」は多くの団体、個人、本学の卒業生や教職員からの寄附金で成り立っています。
このことについてどう思われますか？（複数回答有）
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個人の方へは芳名録を確認し、感謝したいと思う

企業を利用する際、岐阜大学基金出資企業を積極的に利用した

いと思う

就職活動の際には、岐阜大学基金出資企業に興味を持つ（持っ

た）

自分でも将来、積極的に岐阜大学基金に寄附を行いたい自分でも将来、積極的に岐阜大学基金に寄附を行いたい

就職活動の際には、岐阜大学基金出資企業に興味を持つ

（持った）

企業を利用する際、岐阜大学基金出資企業を積極的に利

用したいと思う

個人の方へは芳名録を確認し、感謝したいと思う

特に何も思わない
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6 今後の「応援奨学生」制度への要望、アイディア等があれば是非お聞かせください。（自由記述）

・とても良い制度だと思う。多くの学生に啓発することで、勉学に取り組む上でのモチベーションになると思う。

・留学生にも奨学金をもらうチャンスを増やしてほしいです。

・給付の人数は増やしてあげてほしい。

・人数や金額は適当であると思います。

・より意欲のある院生への給付人数を増やすべきだと思う。

・この制度自体知らない人も多かったので、もっと周知するべきだと思う。

・応援奨学生が得た成果や経験をもっと掘り下げて、ご寄附いただいた方や後輩給付生に伝える。

7 後輩給付生へのアドバイスをお聞かせください。（自由記述）

・書物等を購入して視野を広げたり、豊かな人間性を磨く等、学業に限らず幅広い知識等を身に付けて欲しい。

・給付して頂いたお金を有意義に使って学業に励んで下さい

・この奨学金を貰うことによって、勉強により集中できると思うのでチャンスをつかんで頑張ってください。

・給付生として選ばれた意識をもって、有効な利用を心がけてください。

・ぜひ研究室の後輩たちに還元してあげてください（少しでも良いので）

・給付を受けているという自覚、そして学生の代表となっているという自覚を持ち、勉学や研究活動に励んでください。

・勉学、研究に専念するためにもぜひ活用すべきだと考える。

・毎日コツコツ勉学に励むとともに自分の考えを形にする機会を持つことが大切だと思う。机上での勉学も大切だけれど、
　実際に地域に出て、自分の目で見ることも大きな刺激になると思う。

・将来、大学院進学を考えている人、家庭が貧しく困っている人、ぜひともこの制度を利用して、学生生活を有意義に過ご
　してほしい。研究、勉学等さらに精進し、より良い将来をつかもうとする人を応援します。

・応援奨学金をいただいたことで、自分のやりたかったことにとことん挑戦でき、充実した学生生活を送ることができまし
　た。特に学業におきましては、環境エネルギー・無機工業化学分野において、環境的・工業的に有益な研究結果を修める
　ことが　できました。寄附者の皆さま方には、この場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

・給付制の奨学金を独自に設けている国立大学は数少ないため、この貴重な制度のありがたみを噛みしめながら勉学に励ん
　でください。また、岐阜大学は独自の授業料免除制度なども実施しており、非常に金銭面でのサポートが手厚い大学とい
　えます。この環境を無駄にせず、勉学、研究に励みましょう。

・沢山の方々のご厚意によって給付を受けられていることを忘れないよう自分の進みたい道を一歩ずつ確実に進んでいって
　欲しい。

・せっかく受給前に応援奨学生志願理由を述べたり、面接をする機会があるので、この奨学金を通じて成し遂げたい事等に
　よって　給付額を個別に定めることができたらより良い制度になると思う。

・応援奨学生は学部で数人しか選ばれない。返済不要の奨学金は多くの学生にとって重要なものだ思う。学業の成績が必要
　になることから、より多くの学生に応援奨学金制度が広まれば学生の授業に対する姿勢も変わるのではないかと考える。

・募集要項がきっちりしていた方がいいと思う。何年生が応募できるのかなど

・修士１年生も受給できるようにすべき。給付金額をさらに増やしていただけるとバイトをする時間もない大学院生的には
　研究する時間も金銭的余裕も増え、非常に嬉しいと感じた。現状の給付体制に、月１万円給付という枠を増設し、給付人
　数の拡大をしてもよいのではないかと感じた。

・金銭的な問題で岐阜大学を目指したくても諦めてしまう高校生がいるかもしれません。このような制度が岐阜大学にある
　ことをオープンキャンパスや高校訪問等で周知すれば、この制度そのものの周知にもなりますし、将来有望な学生の学業
　支援をすることができる。
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8 応援奨学生の給付を受けたことについての感想をお聞かせください。（自由記述）

・寄附をしてくださっている皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。日々周りの方々への感謝の気持ちを大切にして、
　努力を怠らず継続することを今後も大切にしていきたいです。岐阜大学の良い歴史に残れるよう今後も一層努力
　し自分自身の視野を広げていきたいです。

・応援奨学生に選んで頂きありがとうございます。この一年間、給付して頂いた奨学金のおかげで学業に励むこと
　ができました。寄附をしていただいた多くの法人や団体、個人、岐阜大の卒業生や教職員の方々に感謝します。
　ありがとうございました。

・奨学金をいただく前は我慢していた教材もためらわず購入できました。寄附してくださった方々や大学には感謝し
　かありません。ありがとうございます。

・応援奨学生に選出して頂き本当にありがとうございます。寄附者の皆様にも感謝申しあげます。今後とも岐阜大学
　での学びを大切にし、岐阜大学に恩返しできるよう努力していきたいと思います。

・岐阜大学に入学して初めてもらえた奨学金でした。奨学金のおかげで勉強する時間と研究する時間が増えて大変助
　かりました。ありがとうございました。

・本当に感謝の言葉しかありません。私のような若輩者に支援していただき、助けてくださった寄附者の皆様、本当
　にありがとうございました。昨年度で計２年間の給付となりましたが、寄附者様の支えがあり、勉強・研究に力を
　入れることができました。今後とも岐阜大生の支援を宜しくお願いいします。

・寄附者へのメッセージ：私は学部卒の立場でありましたが、夢があり、卒業研究全力で取り組み、就職先も第一志
　望で入りたいという欲張りさんでした。しかしながら、これを叶えるためには４年次においてアルバイト時間をな
　くし、就活と研究を両立させる必要がありました。卒業を間近に控えた今、当初の目標を全て達成し、皆様から応
　援をいただいたこと、奨学金採用時の面接官の方々には心の底から感謝しております。

・家計が苦しい中で、応援奨学金は大変助けになりました。応援奨学金のおかげで断念することなく、研究も学生生
　活も悔いなく最後まで過ごすことができました。寄附者の皆様、誠にありがとうございました。

・先生の紹介していただくまで存在を知りませんでした。候補者として選んでいただくために自分のやりたいこと
　(給付金の活用方法）について考え、文字に表しました。給付を受けることが決まってからは、決意したことを必
　ず実行し、寄附して下さった方の想いを裏切らないようにしようと更に気持ちを強く持つことができました。
　コロナ禍でも充実した大学院生活が送れたのは給付金があったからです。直接お礼できないのが残念ですが、感
　謝の気持ちを忘れず社会に出ても努力し続けようと思います。

・応援奨学金の給付を受けたことで、多くの時間勉学や研究に費やすことができました。
　誠にありがとうございます。

・ダメ元で応募しましたが給付を受けることができて金銭的余裕ができました。ありがとうございました。

・この制度にとても助けられました。お金のことを気にせずに研究活動に専念することができました。
　ありがとうございました。

・奨学金をいただき、ありがとうございました。奨学金をいただけたことによって学費等のためのアルバイト時間を
　減らすことができ、「研究活動」に専念することができました。そして、研究活動中心の充実した学生生活を送る
　ことができました。本当にありがとうございました。

・高価なため、なかなか購入することができなかった参考書および演習書を購入することができ、より勉学に励むこ
　とができました。また、生活費をある程度まかなうことができ、家族の家計への負担も減らすことができました。
　これにより精神的な余裕ができ、これまで以上に学業に専念することができました。ありがとうございました。
　また、研究にも専念することができました。日本学生支援機構の奨学金も借りていますが、やはり、貸与奨学金は
　言い換えれば借金なため、精神的に負荷を感じる部分があります。その点、応援奨学生は給付奨学金のため、そう
　いったストレスを感じることがなく、素晴らしい制度であると実感しました。将来的にこのような奨学金に出資で
　きる立派な人物になれるよう今後も精進いたします。本当にありがとうございました。

・学業に充てることができる金額が増えたことで、研究に関する書籍を購入でき、昨年度よりも知識を深めることが
　できました。ありがとうございます。

・応援奨学金の給付により、金銭的な余裕ができ自身の研究に集中することができました。その結果、業績を積み重
　ねることができ、卒業後は夢であったアメリカの大学で研究を続けられることになりました。
　ご支援いただいた方々に心より御礼申し上げます。

・このたび、私たちを支援して下さり、誠にありがとうございます。奨学金により、より充実した大学生活を送るこ
　とができました。大学生活で得た知識や経験を今後社会に活かしたいとおもいます。
　本当にありがとうございました。
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